
○
社
会
福
祉
功
労

森
川 

美
惠
子(

新
湊
一
丁
目)

増
田 

美
佐
子(

上
新
丁
三
丁
目)

岡
野 

千
春(

下
の
丁)

佐
藤 

榮
子(

上
の
原
一
丁
目)

宇
土 

洋
子(

有
明
町
湯
江)

小
川 

依
子(

六
ツ
木
町)

林
田 

敏
幸(

新
町
一
丁
目)

小
鉢 

博
子(

新
湊
二
丁
目)

上
田 

す
ず
子(

南
下
川
尻
町)

小
松 

逸
子(

崩
山
町)

前
田 

力(

先
魁
町)

本
田 

光
子(

萩
が
丘
一
丁
目)

伊
藤 

吾(

南
崩
山
町)

氏
田 

八
重
子(

城
見
町)

植
木 

俊
英(

下
折
橋
町)

牧 

正
春(

原
町)

塚
原 

健
四(

六
ツ
木
町)

佐
藤 
澄
昭(

北
安
徳
町)

林
田 
由
美
惠(

本
町)

若
林 

由
美
子(
新
町
一
丁
目)

松
﨑 

登
子(
南
下
川
尻
町)

○
産
業
功
労

陸
上
自
衛
隊
第
16
普
通
科
連
隊

第
一
中
隊(

大
村
市)

株
式
会
社 

九
電
工 

島
原
営
業
所

(

前
浜
町)

○
徳
行
功
労

有
馬 

良
知
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

大
久
保 

嘉
人（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

川
口 

哲
（
蛭
子
町
）

○
地
方
自
治
功
労

島
田 

一
德
（
有
明
町
湯
江
）

松
本 

正
弘
（
山
寺
町
）

田
中 

三
智
雄
（
城
見
町
）

松
本 

秀
敏
（
六
ツ
木
町
）

○
社
会
福
祉
功
労

野
澤 

正
三
（
有
明
町
湯
江
）

○
教
育
文
化
功
労

宮
﨑 

宏
延
（
湖
南
町
）

村
本 

雅
一
（
宇
土
町
）

上
田 

武
寛
（
西
八
幡
町
）

○
消
防
功
労

中
村 

臣
助
（
有
明
町
湯
江
）

○
特
別
表
彰

池
田 

成
諒
（
中
原
町
）

○
特
別
功
労

山
本 

由
夫(

湊
町)

大
場 

博
文(

緑
町)

○
地
方
自
治
功
労

森
川 
徳
廣(

新
町
一
丁
目)

廣
瀬 

秀
樹(
西
八
幡
町)

小
川 

昭
吾(
緑
町)

安
藤 

壽
髙(

湊
町)

本
田 

廣
康(

白
土
桃
山
一
丁
目)

阿
部 

洋
次
郎(

新
建)

柴
田 

正
清(

白
土
桃
山
一
丁
目)

井
口 

信
一(

浦
田
一
丁
目)

杉
野 

房
子(

原
町)

松
﨑 

富
子(

仁
田
町)

森
田 

正
信(

柏
野
町)

卜
部 

末
弘(

萩
が
丘
二
丁
目)

山
下 

昭
男(

本
光
寺
町)

森
本 

幹
生(

秩
父
が
浦
町)

野
田 

耕
起(

城
内
二
丁
目)

福
島 

茂(

白
谷
町)

○
教
育
文
化
功
労

木
下 

眞
吾(

中
野
町)

林 

敏
明(

津
町)

亀
本 

裕
徳(

城
西
中
の
丁)

石
橋 

俊
秀(

古
丁)

松
藤 

鉄
也(

北
安
徳
町)

織
田 

堅
一
郎(

広
馬
場
町)

石
本 

法
子(

柏
野
町)

宇
土 

茂
人(

浦
田
二
丁
目)

山
口 

正
二(

油
堀
町)

大
町 

信
広(

門
内
町)

上
田 

三
生(

上
の
町)

北
浦 

雄
一(

洗
切
町)

○
消
防
功
労

本
田 

庄
一
郎(

有
明
町
湯
江)

○
特
別
功
労(

感
謝
状)

大
町 

兼
男(

下
新
丁)

木
下 

勝
晴(

小
山
町)

中
村 

喜
久
藏(

下
川
尻
町)

古
川 

英
人(

南
柏
野
町)

古
瀬 

太
一(

秩
父
が
浦
町)

白
石 

剛
男(

万
町)

山
川 

朝
義(

御
手
水
町)

高
木 

壽
彦(

浦
田
一
丁
目)

宮
﨑 

和
夫(

六
ツ
木
町)

宮
崎 
善
金(

有
明
町
大
三
東)

豊
田 

天
洋(

柏
野
町)

塩
﨑 

元
勝(

白
土
桃
山
一
丁
目)

山
田 

幾
英(

城
見
町)

坂
本 

正
樹(

城
内
三
丁
目)

松
森 

仁(

弁
天
町
二
丁
目)

井
上 

武(

城
内
三
丁
目)

故 

田
仲 

久(

城
内
三
丁
目)

安
藤 

幽
明(

上
の
原
三
丁
目)

楠 

大
典(

新
田
町)

友
永 

峰
昭(

新
山
四
丁
目)

吉
田 

正
行(

有
明
町
大
三
東)

故 

安
居
院 

照
道(

鎌
田
町)

故 

池
田 

一
豊(

津
町)

高
口 

榮
子(

新
湊
二
丁
目)

林
田 

久
律(

有
明
町
大
三
東)

藤
本 

成
身(

白
土
桃
山
一
丁
目)

松
下 

太
兵
衛(

新
馬
場
町)

西
野 

道
博(

新
湊
二
丁
目)

松
井 

照
久(

有
明
町
湯
江)

𠮷
田 

英
子(

中
野
町)

草
野 

匡
也(

洗
切
町)

柴
﨑 

美
智
子(

新
湊
二
丁
目)

田
﨑 

ミ
ヤ
子(

本
町)

尾
﨑 

三
郎(

長
貫
町)

島原市制施行 80 周年記念式典

令
和
２
年
島
原
市
表
彰

市
制
施
行
80
周
年
記
念
表
彰

　
市
は
昭
和
15
年
４
月
１
日
に
島
原

町
、
杉
谷
村
、
安
中
村
が
合
併
し
、

県
下
３
番
目
の
市
と
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
30
年
に
三
会

村
、
そ
し
て
平
成
18
年
に
は
有
明
町

と
合
併
し
、今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
80
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
永
年

に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
本
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
99
人

と
２
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

15 Shimabara City Public Relation, 2020.5, Vol.792, Japan


